
 1 

２
０
２
２
年
度 

第
２
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

国
語
採
点
基
準 

 

１ 

文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項
の
減
点
要
素
の
合

計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ 

ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ
の
加
点
要
素
に
相

当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
５
点
配

点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を

認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で
決
ま
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場

合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

 

Ｂ 

ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減
点
要
素
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

※
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
適
切
な
文
末
処

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

※
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と

見
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
と
見
ま
す
。 

ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 ４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ
る
い
は
答
案
の
完

結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



1 

二
○
二
二
年 

阪
大
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

Ⅰ
  

（
５０
点
） 

問
一 
各
２
点 

解
答
通
り 

（
Ａ
）
懸
念 
（
Ｂ
）
遂
行 

（
Ｃ
）
措
置 

（
Ｄ
）
盤
石 

（
Ｅ
）
近
似 

 

問
二 

■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                              

Ｂ                                  

Ｃ                    

Ｄ 

海
軍
力
を
競
い
合
っ
て
い
た
三
大
国
の 

一
国
が
、
他
の
一
国
の
支
援
を
借
り
る
こ
と
で
有
利
な
数
的
状
況
を
作
り
、
特
定
の 

 

一
国
の
強
大
化
を
阻
ん
で
、
勢
力
の
均
衡
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
六
十
字
～
八
十
字 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
海
軍
力
を
競
い
合
っ
て
い
た
三
大
国
の
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
一
国
が
、
他
の
一
国
の
支
援
を
借
り
る
こ
と
で
」
：
３
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
有
利
な
数
的
状
況
を
作
り
」
：
３
点 

 
 

・
「
数
的
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
特
定
の
一
国
の
強
大
化
を
阻
ん
で
勢
力
の
均
衡
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
」
：
２
点 

 
 

＊
「
勢
力
の
均
衡
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
」
に
当
た
る
説
明
は
な
く
て
も
可
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 

「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

 
 



2 

  
問
三 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１５
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ                                                                   

Ｂ 

一
八
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
一
四
世
が
覇
権
的
な
地
位
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
支
配
す
る
普
遍 

                          

Ｃ                                                 

Ｄ 

的
な
帝
国
の
出
現
を
警
戒
し
た 

複
数
の
大
国
が
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
対
仏
大
同
盟
を
結
び
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の 

 

戦
争
や
交
渉
が
行
わ
れ
る
な
か
で
生
ま
れ
た
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
一
八
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
一
四
世
が
覇
権
的
な
地
位
を
求
め
よ
う
と
し
た
」
：
４
点 

 
 

・
「
覇
権
的
地
位
の
追
求
」
に
相
当
す
る
説
明
に
２
点
、
「
一
八
世
紀
（
初
頭
）
」
「
フ
ラ
ン
ス
（
の
ル
イ
一
四
）
」
に

各
１
点
が
目
安
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
支
配
す
る
普
遍
的
な
帝
国
の
出
現
を
警
戒
し
た
」
：
４
点 

 
 

・
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
支
配
す
る
」
に
１
点
、
「
普
遍
的
な
帝
国
の
出
現
を
警
戒
」
に
３
点
が
目
安
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
複
数
の
大
国
が
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
対
仏
大
同
盟
を
結
び
」
：
４
点 

 
 

・
「
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
」
に
１
点
、
「
対
仏
大
同
盟
を
結
び
」
に
３
点
が
目
安
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
戦
争
や
交
渉
が
行
わ
れ
る
な
か
で
生
ま
れ
た
」
：
３
点 

 
 

・
「
戦
争
や
交
渉
」
を
「
合
従
連
衡
」
と
い
う
語
で
説
明
し
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 

「
秩
序
観
」
の
生
ま
れ
る
「
プ
ロ
セ
ス
」
の
説
明
と
し
て
妥
当
な
文
末
形
式
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
許
容
。 

不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

 
 



3 

 
問
四 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

基
準 

配
点
１５
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ                        

Ｃ                                  

Ｄ 

多
数
の
国
家
が
分
立
す
る
中
で
、
他
国
の
軍
事
力
増
大
に
対
抗
し
、
自
国
の
安
全
と
強
大
化
を
目
指
そ
う
と
す
る 

人
間
の
本 

                                           

Ｅ                            

Ｆ 

性
が
「
嫉
妬
深
い
競
争
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
特
定
の
国
家
の
強
大
化
を
阻
む
た
め
に
国
家
同
士
が
互
い
の
動
向
を
監 

          

Ｇ 

視
し
合
い
、
支
配
的
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
同
盟
を
生
み
出
す
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

＊ 

答
案
中
に
「
嫉
妬
深
い
競
争
心
」
と
い
う
語
は
な
く
て
も
可
。 

 ■

字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
多
数
の
国
家
が
分
立
す
る
中
で
」
：
１
点 

 ■

要
素
Ｂ
「
他
国
の
軍
事
力
増
大
に
対
抗
し
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
自
国
の
安
全
と
強
大
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
人
間
の
本
性
」
：
３
点 

 
 

・
「
嫉
妬
深
い
競
争
心
」
が
「
人
間
の
本
性
」
で
う
る
と
い
う
説
明
が
答
案
中
に
あ
れ
ば
可
。
こ
こ
は
３
点
か
０
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
特
定
の
国
家
の
強
大
化
を
阻
む
た
め
に
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
国
家
同
士
が
互
い
の
動
向
を
監
視
し
合
い
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ
「
支
配
的
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
同
盟
を
生
み
出
す
」
：
３
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｈ 

「
…
か
ら
・
の
で
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
と
し
て
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る 

 
 
 
 

場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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Ⅱ
 

（
５０
点
） 

問
一 
各
２
点 

解
答
通
り 

（
Ａ
）
匿
名 

（
Ｂ
）
鼓
舞 

（
Ｃ
）
顕
著 

（
Ｄ
）
忠
誠 

（
Ｅ
）
幕
藩 

 

問
二 

■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１８
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
員
は
互
い
の
直
接
的
な
認
知
や
交
流
が
な
く
て
も
、
国
民
共
同
体
と
い
う
同
一
の
均
質
空
間
に
属
し
て
い 

                                  

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 
 

る
と
い
う
感
覚
を
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
と
い
う
均
質
空
間
に
も
互
い
に
認
知
し
合
う
可
能
性
の
な
い
登
場
人
物
が
存 

                    

Ｅ 

在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
抽
象
的
な
均
質
空
間
の
成
立
に
は
、
そ
れ
を
外
部
か
ら
捉
え
る
超
越
的
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ 

 

Ｆ の
視
点
が
社
会
的
に
実
在
し
始
め
た
時
期
に
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
小
説
が
生
ま
れ
た
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
八
十
字 

八
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
成
員
は
互
い
の
直
接
的
な
認
知
や
交
流
が
な
く
て
も
」
：
３
点 

 
 

・
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
は
「
国
民
（
共
同
体
）
」
で
も
可
。 

 
 

・
「
認
知
」
「
交
流
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
あ
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
国
民
共
同
体
と
い
う
同
一
の
均
質
空
間
に
属
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
共
有
し
」
：
３
点 

 
 

・
「
国
民
共
同
体
」
は
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
も
可
。 

 
 

・
「
国
民
共
同
体
」
が
「
均
質
空
間
」
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
欠
い
て
い
た
り
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場 

 
 

合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
小
説
と
い
う
均
質
空
間
」
：
２
点 

 
 

・
「
小
説
」
の
中
に
も
「
均
質
空
間
」
が
存
在
す
る
こ
と
の
説
明
を
必
ず
含
ん
で
い
る
こ
と
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
互
い
に
認
知
し
合
う
可
能
性
の
亡
い
登
場
人
物
が
存
在
し
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
抽
象
的
な
均
質
空
間
の
成
立
に
は
、
そ
れ
を
外
部
か
ら
捉
え
る
超
越
的
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
」
：
４
点 

 
 

・
「
均
質
空
間
」
は
「
抽
象
的
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
に
２
点
、
「
外
部
」
の
「
超
越
的
視
点
」
が
「
不
可
欠
」
と 

い
う
説
明
に
２
点
が
目
安
。
「
抽
象
的
」
「
外
部
」
と
い
う
説
明
を
欠
く
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
す
る
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 



5 

 ■
要
素
Ｆ
「
そ
の
視
点
が
社
会
的
に
実
在
し
始
め
た
時
期
に
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
小
説
が
生
ま
れ
た
」
：
３
点 

 
 

・
「
超
越
的
視
点
」
の
生
成
と
、
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
「
小
説
」
の
登
場
が
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ 
「
…
か
ら
・
の
で
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
と
し
て
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る 

 
 
 
 

場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
三 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

友
人
や
親
戚
と
い
っ
た 

互
い
を
十
分
に
意
識
で
き
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
間
の 

親
密
な
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
成 

        

Ｄ 

り
立
ち
、
メ
ン
バ
ー
の
生
活
と
意
識
を
ト
ー
タ
ル
に
規
定
す
る
共
同
体
で
あ
る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
六
十
字
～
八
十
字 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
友
人
や
親
戚
と
い
っ
た
」
：
１
点 

 ■

要
素
Ｂ
「
互
い
を
十
分
に
意
識
で
き
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
親
密
な
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
」
：
３
点 

 
 

・
「
親
密
な
」
は
「
直
接
的
な
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

・
「
親
密
な
関
係
」
に
２
点
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
１
点
が
目
安
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
メ
ン
バ
ー
の
生
活
と
意
識
を
ト
ー
タ
ル
に
規
定
す
る
共
同
体
」
：
４
点 

 
 

・
「
共
同
体
」
は
な
く
て
も
可
。 

 
 

・
「
生
活
」
「
意
識
」
「
ト
ー
タ
ル
に
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
３
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 

「
『
共
同
体
』
の
在
り
方
」
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
形
式
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
な
ら
許
容 

不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
四 

■
形
式
上
の
不
備 

 
・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

学
問
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
近
代
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
が
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー 

                    

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は 

自
分
自
身
の
歴
史
的
深
さ
へ
の
強
い
執
着
を
持
ち
、
そ
の
起
源
を
悠
久
の
古
代
に
見
よ
う
と
す
る
と 

い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
八
十
字
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
学
問
的
視
点
か
ら
す
る
と
」
：
２
点 

 
 

・
「
学
問
的
」
は
「
客
観
的
」
で
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
近
代
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
」
：
３
点 

 
 

・
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
な
く
て
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
」
：
２
点 

 
 

・
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
に
各
１
点
が
目
安
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
自
分
自
身
の
歴
史
的
深
さ
へ
の
強
い
執
着
を
持
ち
」
：
３
点 

 
 

・
「
歴
史
的
深
さ
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
「
執
着
」
「
固
執
」
と
い
っ
た
意
味
の
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
そ
の
起
源
を
悠
久
の
古
代
に
見
よ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 

「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   



★
２
０
２
２
年
度
第
２
回
阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ
（
古
文
『
九
州
の
道
の
記
』）
採
点
基
準 

※ 

５
０
点
満
点 

  

問
一 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
な
ぜ
作
者
は
そ
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

配
点 

１
０
点 

 
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

童
一
人
供
し
、
あ
た
り
の
島
に
上
が
り
て
、
こ
な
た
か
な
た
見
歩
き
け
れ 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
旅
の
疲
れ
か
、
Ｂ
２
眉
の
上
の
あ
た
り
が
重
く
感
じ
ら
れ
、
Ｃ
２
気
が
塞
ぎ
、
Ｄ
１
波
に
漂
う
舟
の

中
に
い
て
も
、
（
Ｃ
）
気
が
晴
れ
ず
う
っ
と
う
し
い
ば
か
り
な
の
で
、
Ｅ
３
少
し
気
持
ち
を
休
め
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
と
考
え
た

か
ら
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

旅
の
疲
れ
か
、 

 

※
「
旅
の
疲
れ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
旅
の
」
の
意
が
な
い
「
疲
れ
」
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

眉
の
上
の
あ
た
り
が
重
く
感
じ
ら
れ
、 

 

※
「
眉
の
上
の
あ
た
り
が
重
い
・
ま
ぶ
た
が
重
い
・
眠
い
」
な
ど
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】 

気
が
塞
ぎ
、
〜 

気
が
晴
れ
ず
う
っ
と
う
し
い
ば
か
り
な
の
で
、 

 

※
「
気
が
塞
ぐ
・
気
が
晴
れ
な
い
・
う
っ
と
う
し
い
・
わ
ず
ら
わ
し
い
・
不
快
・
気
分
が
悪
い
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
疲

れ
」（
要
素
Ａ
）
以
外
の
表
現
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】 

波
に
漂
う
舟
の
中
に
い
て
も
、 

 

※
Ａ
の
「
旅
」
が
「
船
旅
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
よ
し
と
す
る
。 

 

要
素
Ｅ
【
３
点
】 

少
し
気
持
ち
を
休
め
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
。 

 

※
「
気
持
ち
（
心
）
を
休
め
よ
う
と
し
た
か
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
気
持
ち
（
心
）
を
」
が
な
い
「
休
も
う
と
し
た
か
ら
」
は
【
２
点
】。 

   
 



問
二 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
言
葉
を
補
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

４
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
Ａ
は
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

（
Ａ
２
） 

Ｂ
２
恨
む
べ
き
齢
な
ら
ね
ど 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
七
十
歳
過
ぎ
と
い
う
の
は
、
Ｂ
２
死
が
悔
や
ま
れ
る
べ
き
年
齢
で
は
な
い
け
れ
ど
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

（
補
い
） 

→
 

七
十
歳
過
ぎ
と
い
う
の
は
、 

 

※
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。（
誤
字
等
の
減
点
で
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
る
） 

 

※
「
七
十
は
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

恨
む
べ
き
齢
な
ら
ね
ど 

→
 

死
が
悔
や
ま
れ
る
べ
き
年
齢
で
は
な
い
け
れ
ど
、 

 

※
「
死
が
悔
や
ま
れ
る
（
惜
し
ま
れ
る
）
歳
で
は
な
い
・
死
を
恨
む
歳
で
は
な
い
・
死
ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
歳
だ
」
等
の
意

が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
右
の
意
は
あ
る
が
、
文
末
が
逆
接
（
〜
け
れ
ど
・
〜
が 
等
）
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 

       
 



問
三 

傍
線
部
の
和
歌
に
つ
い
て
、「
人
」
を
本
文
中
に
あ
る
五
字
以
内
の
別
の
語
句
に
置
き
換
え
て
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
１
な
き
人
の
Ｂ
１
手
づ
か
ら
Ｃ
１
植
ゑ
し
草
木
ゆ
ゑ
Ｄ
１
庭
も
籬
も
Ｅ
２
む
つ
ま
じ
き
か
な 

 

［
模
範
解
答
］ 

（
こ
の
庭
の
草
木
は
、
） 

Ａ
１
亡
く
な
っ
た
坊
の
主
が
Ｂ
１
み
ず
か
ら
Ｃ
１
植
え
た
草
木
で
あ
る
か
ら
、

Ｄ
１
庭
も
垣
根
も
Ｅ
２
親
し
み
深
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
な
あ
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

※
「
こ
の
庭
の
草
木
は
」
に
相
当
す
る
表
現
の
有
無
は
不
問
。 

 

要
素
Ａ
【
１
点
】 

な
き
人
の 

→
 

亡
く
な
っ
た
坊
の
主
が 

 

※
「
人
」
は
「
棒
の
主
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
「
坊
主
・
僧
」
等
、
他
の
語
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
「
亡
く
な
っ
た
・
今
は
亡
き
」
等
が
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】 

手
づ
か
ら 

→
 

み
ず
か
ら 

 

※
「
自
分
で
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】 

植
ゑ
し
草
木
ゆ
ゑ 

→
 

植
え
た
草
木
で
あ
る
か
ら
、 

 

※
「
草
木
」
は
「
草
・
木
・
植
物
」
等
で
も
よ
い
。「
植
え
た
」
が
過
去
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。「
か
ら
」
は
「
の
で
・

た
め
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】 

庭
も
籬
も 

→
 

庭
も
垣
根
も 

 

※
「
垣
根
」
は
「
垣
」
で
も
よ
い
。「
籬
」
の
ま
ま
は×

。「
庭
」
か
「
垣
根
」
の
片
方
し
か
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｅ
【
２
点
】 

む
つ
ま
じ
き
か
な 

→
 

親
し
み
深
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
な
あ
。 

 

※
「
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
・
親
し
み
深
い
・
懐
か
し
い
」
等
＋
詠
嘆
「
〜
な
あ
・
〜
よ
」
で
【
２
点
】。
詠
嘆
が
な
い
場
合

は
【
１
点
】。 

 

※
右
の
意
は
な
い
が
「
素
晴
ら
し
い
・
趣
深
い
」
等
プ
ラ
ス
の
意
の
評
価
が
あ
り
、
詠
嘆
「
〜
な
あ
・
〜
よ
」
も
あ
る
場
合
は

【
１
点
】。
詠
嘆
が
な
い
場
合
は×

。 

     
 



問
四 

傍
線
部
に
つ
い
て
、「
こ
の
」
と
「
さ
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
作
り
な
さ
ば
、
Ｂ
２
こ
の
外
の
こ
と
は
Ｃ
２
さ
も
あ
り
な
ん
。 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
あ
え
て
作
れ
ば
、
Ｂ
２
こ
の
石
の
上
に
生
え
た
松
以
外
の
も
の
は
Ｃ
２
現
状
の
庭
の
よ
う
に
す
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

作
り
な
さ
ば
、 

→
 

あ
え
て
作
れ
ば
、 

 

※
「
あ
え
て
（
し
い
て
・
無
理
し
て
・
人
間
の
手
で
・
人
工
的
に
・
作
為
的
に
）
作
れ
ば
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
あ
え
て
（
し
い
て
・
無
理
し
て
・
人
間
の
手
で
・
人
工
的
に
・
作
為
的
に
）」
の
意
が
な
い
場
合
は
、【
１
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

こ
の
外
の
こ
と
は 

→
 

こ
の
石
の
上
に
生
え
た
松
以
外
の
も
の
は 

 

※
「
石
の
上
の
松
以
外
は
」、
も
し
く
は
「
松
が
立
つ
石
以
外
は
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
も
の
」
は
「
す
べ
て
・
草
木
」
等

で
も
よ
い
。 

 

※
「
石
の
上
の
」
の
意
が
な
い
「
松
以
外
は
」
は
【
１
点
】。「
石
以
外
は
」
は×

。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】 

さ
も
あ
り
な
ん
。 

→
 

現
状
の
庭
の
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

※
「
現
状
（
今
）
の
庭
の
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
・
作
れ
る
だ
ろ
う
・
再
現
で
き
る
だ
ろ
う
・
で
き
る
だ
ろ
う
」 

等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
可
能
の
意
が
な
い
場
合
、
推
量
の
意
が
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】
と
す
る
。 

     
 



問
五 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
な
ぜ
作
者
は
「
目
覚
む
る
心
地
」
に
な
っ
た
の
か
、
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
Ａ
・
Ｄ
は
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 

 
目
覚
む
る
心
地
す 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
深
い
朝
霞
の
中
か
ら
、
Ｂ
２
雁
の
声
に
似
た
唐
櫓
の
音
が
聞
こ
え
、
Ｃ
２
舟
人
が
何
か
歌
い
な
が
ら

舟
を
漕
い
で
来
た
の
が
、
Ｄ
１
た
い
そ
う
趣
が
あ
っ
た
か
ら
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】 

深
い
朝
霞
の
中
か
ら
、 

 

※
Ｂ
も
Ｃ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。（
誤
字
等
の
減
点
で
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
る
） 

 

※
「
霧
の
中
か
ら
・
霧
の
中
で
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

雁
の
声
に
似
た
唐
櫓
の
音
が
聞
こ
え
、 

 

※
「
雁
の
声
に
似
た
唐
櫓
の
音
が
聞
こ
え
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
雁
の
声
に
似
た
」
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】 

舟
人
が
何
か
歌
い
な
が
ら
舟
を
漕
い
で
来
た
の
が
、 

 

※
「
舟
人
の
歌
声
が
聞
こ
え
・
歌
い
な
が
ら
舟
を
漕
い
で
来
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
歌
声
・
歌
う
」
の
意
が
な
い
場
合

は×

。 

 

※
「
舟
人
」
が
な
く
「
歌
声
（
歌
う
の
）
が
聞
こ
え
」
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】 

た
い
そ
う
趣
が
あ
っ
た
か
ら
。 

 

※
Ｂ
も
Ｃ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。（
誤
字
等
の
減
点
で
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
る
） 

 

※
「
趣
が
あ
る
・
風
情
が
あ
る
・
す
ば
ら
し
い
・
感
動
し
た
・
良
か
っ
た
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

    
 



問
六 

傍
線
部
に
つ
い
て
、「
彼
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 
彼
が
身
に
生
れ
た
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
が
せ
ん 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
３
も
し
（
自
分
が
）
あ
の
漁
師
の
身
の
上
に
生
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
Ｂ
２
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
、 

Ｃ
１
つ
ら
く
て
堪
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】 

彼
が
身
に
生
れ
た
ら
ま
し
か
ば
、 

→
 

も
し
（
自
分
が
）
あ
の
漁
師
の
身
の
上
に
生
ま
れ
て
い
た
な
ら

ば
、 

 

※
「 

漁
師
（
浦
人
）
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
（
生
ま
れ
た
ら
）」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
漁
師
（
浦
人
）」
が
「
船
頭
・
水
夫
」
等
、
ま
た
、「
海
士
・
海
人
」
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
２
点
】。 

 

※
「
漁
師
（
浦
人
）」
が
間
違
っ
て
い
る
が
、「
あ
の
身
の
上
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
（
生
ま
れ
た
ら
）」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１

点
】。 

 

※
「
生
ま
れ
て
い
た
ら
（
生
ま
れ
た
ら
）」
が
「
な
っ
て
い
た
ら
（
な
っ
た
ら
）」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】。 

 

※
「
漁
師
（
浦
人
）」
の
様
子
の
形
容
で
あ
る
「
粗
末
な
家
に
住
む
・
岩
に
耳
を
当
て
て
体
に
砂
に
つ
け
て
寝
て
い
る
」
等
の
有

無
は
不
問
。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
、 

 

※
「
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
・
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ
う
・
ど
う
し
よ
う
」
等
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】 

つ
ら
く
て
堪
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

※
「
つ
ら
い
だ
ろ
う
・
た
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
等
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

     
 



問
七 

傍
線
部
の
和
歌
に
つ
い
て
、「
こ
の
海
の
音
」
の
内
容
を
本
文
に
即
し
て
具
体
的
に
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
語

訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

１
２
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 

 
Ａ
２
所
せ
く
Ｂ
２
袖
ぞ
濡
れ
け
る
Ｃ
４
こ
の
海
の
昔
を
か
け
し
Ｄ
２
・
Ｅ
２
波
の
名
残
に 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
余
す
と
こ
ろ
な
く
Ｂ
２
私
の
衣
の
袖
は
濡
れ
尽
く
し
た
こ
と
で
す
よ
。
Ｃ
４
か
つ
て
こ
の
海
の
戦
い

で
、
安
徳
天
皇
や
平
家
一
門
の
人
々
が
苦
し
い
思
い
を
し
、
海
に
沈
ん
で
い
っ
た
Ｄ
２
様
子
を
思
い
起
こ
し
て
悲
し
む
私
の
涙

と
、
Ｅ
２
そ
の
昔
の
海
の
波
の
名
残
の
た
め
に
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

所
せ
く 

→
 

余
す
と
こ
ろ
な
く 

 

※
「
濡
れ
な
い
と
こ
ろ
も
な
く
・
ど
こ
も
か
し
こ
も
・
そ
こ
い
ら
中
・
所
狭
し
と
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
右
の
意
は
な
い
が
、「
た
い
そ
う
・
ひ
ど
く
」
等
程
度
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
す
表
現
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】 

袖
ぞ
濡
れ
け
る 

→
 

私
の
衣
の
袖
は
濡
れ
尽
く
し
た
こ
と
で
す
よ
。 

 

※
「
袖
が
濡
れ
た
」
＋
詠
嘆
「
〜
な
あ
・
〜
よ
」
が
あ
れ
ば
よ
い
。
詠
嘆
が
ナ
イ
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｃ
【
４
点
】 

こ
の
海
の
昔
を
か
け
し 

→
 

か
つ
て
こ
の
海
の
戦
い
で
、
安
徳
天
皇
や
平
家
一
門
の
人
々
が
苦
し
い
思
い

を
し
、
海
に
沈
ん
で
い
っ
た 

 

※
「
安
徳
天
皇
（
安
徳
帝
）」・「
平
家
（
平
家
一
門
・
平
家
一
族
）」
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
【
１
点
】、
計
【
２
点
】。 

 
 

右
の
項
目
で
【
１
点
】
か
【
２
点
】
を
得
て
い
る
場
合
、
さ
ら
に
「
苦
し
ん
だ
」・「
海
に
沈
ん
だ
（
滅
び
た
）」
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
【
１
点
】、
計
【
２
点
】。 

 

要
素
Ｄ
【
２
点
】 

波 
→
 

様
子
を
思
い
起
こ
し
て
悲
し
む
私
の
涙
と
、 

 

※
Ｂ
の
「
袖
が
濡
れ
た
」
の
原
因
と
し
て
「
涙
」
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
涙
」
は
あ
る
が
、「
袖
が
濡
れ
た
」
の
原
因
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｅ
【
２
点
】 

波
の
名
残
に 

→
 

そ
の
昔
の
海
の
波
の
名
残
の
た
め
に
。 

 

※
Ｂ
の
「
袖
が
濡
れ
た
」
の
原
因
と
し
て
「
昔
の
波
の
名
残
・
昔
の
波
」
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
昔
の
波
の
名
残
・
昔
の
波
」
は
あ
る
が
、「
袖
が
濡
れ
た
」
の
原
因
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 
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